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１
　
は
じ
め
に

金
融
機
関
の
業
績
連
動
型
報
酬
が
も
た
ら
す
歪
ん
だ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
金
融
危
機
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
（
１
）。

ア
メ
リ
カ
の
銀
行
、
投
資
銀
行
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
ト
レ
ー
ダ
ー
に
は
、
一
般
に
、
業
績
連
動
型
の
報
酬
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
よ
り
も
多
額
な
報
酬
を
得
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
報
酬
は
短
期
の
業
績
と
連
動

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
ト
レ
ー
ダ
ー
中
に
は
一
か
八
か
の
賭
け
を
し
、
上
手
く
い
け
ば
多
額
の
報
酬
を
手
に
す
る
者
も
あ
る
。
彼
ら

は
失
敗
す
れ
ば
ボ
ー
ナ
ス
は
受
け
取
れ
な
い
が
、
一
般
的
な
平
均
国
民
給
与
の
約
四
倍
の
給
与
は
得
ら
れ
る
。
元
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
理
事
長

で
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
教
授
のA

lan
B

linder
は
金
融
機
関
の
業
績
連
動
型
報
酬
が
も
た
ら
す
歪
ん
だ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
金
融

危
機
のone

ofits
m

ost
fundam

entalcauses

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

更
に
、
も
っ
と
一
般
的
に
金
融
機
関
の
報
酬
制
度
が
俎
上
に
の
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
に
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
役
員
報
酬
の
問
題

が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
Ｇ
は
、
後
に
返
還
し
た
も
の
の
、
納
税
者
の
負
担
に
よ
る
公
的
資
金
の
投
入
を
受
け
な
が
ら
、
役
員
に
高
額
の
報
酬

を
支
払
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
批
判
を
受
け
た
。

こ
れ
ら
の
指
摘
を
受
け
、
金
融
機
関
の
役
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
管
理
の
立
場
か
ら
も
公
的
介
入
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
財
務
省
は
金
融
機
関
の
役
員
報
酬
に
関
す
る
新
た
な
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
た
。
こ
こ
でsay

on
pay

や
ク
ロ
ー
バ
ッ

ク
条
項
、
報
酬
委
員
会
の
独
立
性
な
ど
の
規
定
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
七
月
二
一
日
成
立
し
たT

he
D

odd-F
rank

W
all

ア
メ
リ
カ
のs

a
y
o
n
p
a
y

の
導
入

福
本
　
　
葵



Street
R

eform
and

C
onsum

er
Protection

A
ct

の
中
に
も
、
同
様
の
規
定
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
金
融
機
関
の
み
な
ら

ず
、
一
般
の
事
業
会
社
に
お
い
て
も
同
様
の
規
制
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

say
on

pay

に
つ
い
て
は
、T

he
D

odd-F
rank

W
allStreet

R
eform

and
C

onsum
er

Protection
A

ct

（
以
下
、
ド
ッ
ド
＝
フ

ラ
ン
ク
法
）
の
九
五
一
条
に
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
九
五
一
条
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
に
基
づ
き
、
役
員
の
開
示
さ
れ
た
報
酬
案
を

承
認
す
る
た
め
に
、
拘
束
力
の
な
い
株
主
提
案
権
で
あ
る"say

on
pay"

を
委
任
状
説
明
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

こ
の
規
定
を
受
け
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
昨
年
一
〇
月
一
八
日
、say

on
pay

に
関
す
る
規
則
を
提
案
し
、
コ
メ
ン
ト
を
募
っ
た
（
２
）。

そ
し
て
、

今
年
一
月
二
五
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
コ
メ
ン
ト
を
受
け
た
後
、proposalrule

を
改
正
し
、
最
終
規
則
を
採
用
し
た
（
３
）。

本
稿
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
のsay

on
pay

に
関
す
る
最
終
規
制
を
紹
介
し
、say

on
pay

に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
を
行
う
。

２
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
るsay
on
pay

say
on

pay

と
は
通
称
で
あ
り
、
正
式
に
は
、advisory

vote
on

executive
com

pensation

、
つ
ま
り
役
員
報
酬
に
対
す
る
拘
束

力
の
な
い
投
票
権
を
株
主
に
付
与
す
る
も
の
を
指
す
。
こ
れ
は
二
〇
〇
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
は
二
〇
〇
六
年
三
月
二
八
日
、A

m
erican

F
ederation

ofState,C
ounty

and
M

unicipalE
m

ployees

（
米
地
方
公
務

員
組
合
連
盟
、
ア
メ
リ
カ
州
・
郡
・
自
治
体
従
業
員
組
合
連
合
会
、
以
下
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
）
が
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
な
ど
数

社
の
役
員
報
酬
に
対
し
て
、
反
対
意
見
を
述
べ
、
株
主
に
役
員
報
酬
に
対
す
るadvisory

vote

を
す
る
株
主
提
案
を
認
め
る
こ
と
を

促
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
（
４
）。

say
on

pay

を
法
律
的
な
根
拠
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
、
導
入
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
翌
年
二
〇
〇
七
年
四
月
、say

on
pay

法
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案
（H

R
.1257

）
が
、
下
院
を
通
過
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
本
格
化
す
る
。
上
院
で
も
当
時
上
院
議
員
で
あ
っ
た
オ
バ
マ
現
大
統
領
か

ら
、
類
似
す
るS.1181

が
提
出
さ
れ
た
が
、
上
院
で
の
議
論
は
引
き
伸
ば
さ
れ
た
上
に
廃
案
と
な
っ
た
。

財
務
省
は
、
二
〇
〇
九
年
二
月
四
日
、
役
員
報
酬
に
関
す
る
新
た
な
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
、
同
年
六
月
一
〇
日
、
こ
の

暫
定
最
終
規
制
を
発
表
し
た
。
こ
の
中
にsay

on
pay

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

昨
年
成
立
し
た
ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
るsay

on
pay

規
定
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
に
基
づ
き
、
役
員
の
開
示
さ
れ
た
報
酬
案

を
承
認
す
る
た
め
に
、
拘
束
力
の
な
い
株
主
提
案
権
で
あ
る"say

on
pay"

を
委
任
状
説
明
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

も
の
で
あ
る
（
九
五
一
条
）。

し
か
し
、say

on
pay

に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
に
分
か
れ
議
論
さ
れ
て
き
た
。
主
た
る
賛
成
派
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

Lucian
B

ebchuk

とJesse
F

ried

で
あ
り
、
彼
ら
の
共
著"Pay

w
ithout

Perform
ance:T

he
U

nfulfilled
Prom

ise
of

E
xecutive

C
om

pensation"

の
中
でsay

on
pay

の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。B

ebchuk

とF
ried

の
理
論
は
、H

R
.1257

が
依
拠
す
る
基
礎
的
な

枠
組
み
と
な
っ
た
。

一
方
、
反
対
派
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
のStephen

M
B

ainbridge

な
ど
で
あ
る
。
批
判
的
な
主
張
の
主
な
も
の
に
、
ア
メ

リ
カ
の
会
社
法
は
州
法
で
あ
り
、say

on
pay

は
連
邦
法
に
よ
る
規
制
が
本
来
会
社
法
を
定
め
て
い
る
州
法
の
権
限
を
愉
悦
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
委
員
会
設
置
会
社
の
形
態
を
取
る
ア
メ
リ
カ
の
会
社
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
報
酬
に
つ
い
て
の
決
定
権
限
は

取
締
役
に
あ
り
、
株
主
に
は
な
い
、
な
ど
が
あ
る
。

議
論
が
分
か
れ
て
い
る
中
、
法
律
が
成
立
す
る
以
前
か
ら
、
い
く
つ
か
の
企
業
が
自
発
的
にsay

on
pay

を
採
用
し
て
き
た
。
ア

メ
リ
カ
で
の
第
一
号
は
、
二
〇
〇
七
年
に
導
入
し
た
、
保
険
会
社
のA

flac

で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
が
昨
年
三
月
に
発

表
し
た
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
と
、A

flac,M
otorola

を
含
め
、
五
〇
社
以
上
の
会
社
が
、
自
発
的
にsay

on
pay

を
導
入
し
、A

T
&

T
,
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B
ank

ofA
m

erica

を
含
め
、
六
〇
社
以
上
の
会
社
が
株
主
か
ら
のsay

on
pay

提
案
を
受
け
、
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
（
５
）。

３
　
Ｓ
Ｅ
Ｃ
のsay

on
pay
rule

（
１
）
新
た
な
主
た
る
三
つ
の
規
制

二
〇
一
一
年
一
月
二
五
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
法
九
五
一
条
を
受
け
て
、
株
主
に
対
し
、
株
主
総
会
に
お
け
る
役
員

報
酬
議
案
に
対
し
、say

on
pay

を
義
務
づ
け
る
新
た
な
規
則
を
決
定
し
た
（
６
）。

新
た
な
規
則
は
、
主
に
三
つ
の
規
制
か
ら
成
る
。
ひ
と
つ
は
、say

on
pay

で
あ
る
。
新
た
に
設
け
ら
れ
たSE

C
R

ule
14a-21(a)

は
、
ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
るsay

on
pay

の
投
票
が
少
な
く
と
も
三
年
に
一
回
投
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
二
〇
一
一
年
一
月
二
一
日
以
後
に
開
か
れ
る
年
次
株
主
総
会
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

二
つ
目
は
、
通
称
、say

on
frequency

と
も
言
わ
れ
る
規
制
で
あ
る
（
７
）。

会
社
は
、
株
主
が
ど
れ
く
ら
いsay

on
pay

を
提
示
さ
れ

た
い
と
思
う
か
に
つ
い
て
決
め
さ
せ
る
た
め
に
、
少
な
く
と
も
六
年
に
一
回
「
頻
度
」
に
つ
い
て
の
投
票
を
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
。
頻
度
に
つ
い
て
の
投
票
（say

on
frequency

vote
）
の
後
、
会
社
はF

orm
8-K

（
臨
時
報
告
書
、current

report

）
上
で
、

会
社
が
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
、say

on
pay

投
票
を
開
く
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（R

ule
14a-21(b)

）。

三
つ
目
が
、
通
称
、say

on
golden

parachute

と
言
わ
れ
る
規
制
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
新
し
い
規
則
の
下
で
、
会
社
は
合
併
取

引
と
の
関
係
す
る
特
定
の
役
員
と
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
」
報
酬
契
約
に
関
し
て
さ
ら
な
る
発
表
を
提
供
す
る
こ
と
を

要
求
さ
れ
る
。say

on
pay

とsay
on

frequency

は
フ
ァ
イ
ナ
ル
ル
ー
ル
がeffective

で
な
く
と
も
効
力
を
発
す
る
が
、say

on

golden
parachute

は
二
〇
一
一
年
四
月
一
日
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ル
ー
ル
がeffective
に
な
ら
な
い
と
効
力
を
発
し
な
い
。
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（
２
）
適
用
除
外

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
よ
り
小
規
模
の
報
告
義
務
の
あ
る
会
社
（
時
価
総
額
七
五
〇
〇
万
ド
ル
未
満
）
の
た
め
に
、
一
時
的
な
免
除
を
採
用
し

た
。
こ
れ
ら
の
よ
り
小
規
模
の
会
社
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
二
一
日
以
降
に
開
催
さ
れ
る
株
主
総
会
ま
で
適
用
が
延
期
さ
れ
る
。
こ

の
適
用
除
外
に
、say

on
golden

parachute

は
含
ま
れ
な
い
。

（
３
）
新
設
さ
れ
たsay

on
pay

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
特
定
の
文
言
や
形
式
でsay

on
pay

の
例
示
を
行
う
こ
と
を
要
求
し
な
か
っ
た
が
、
最
終
規
則
でsay

on
pay

resolution

の
排
他
的
で
は
な
い
例
を
示
し
た
。
こ
れ
も
排
他
的
で
は
な
い
の
で
、
会
社
は
自
ら
作
成
し
た
文
言
に
よ
っ
て
、
株
主
に

say
on

pay

を
問
う
こ
と
が
で
き
る
。

say
on

pay

に
つ
い
て
の
投
票
は
、R
egulation

S-K

のItem
402

に
従
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
るexecutive

報
酬
に
だ
け
適
用
さ
れ

director

報
酬
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
会
社
の
多
く
は
、
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の
委
員
設
置
会
社
で
あ
り
、
役
員

（executive

）
の
報
酬
は
、
取
締
役
（director

）
会
の
下
に
置
か
れ
た
報
酬
委
員
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。say

on
pay

に
関
す

る
投
票
は
、executive
com

pensation

に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル14

のItem
24

はsay
on

pay

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
拘
束
力
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
事
実

を
含
む
こ
れ
ら
の
投
票
の
影
響
に
つ
い
て
、
株
主
総
会
のproxy

statem
ent

（
委
任
状
説
明
書
）
に
開
示
す
る
こ
と
を
会
社
に
要

求
す
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
はItem

402(b)

の
改
正
を
行
う
。Item

402
と
は
「
取
締
役
報
酬
の
開
示
」（
取
締
役
の
経
歴
の
開
示
、
登

録
届
出
書
の
関
連
規
定
、
報
酬
の
概
要
の
一
覧
表
お
よ
び
制
度
ベ
ー
ス
報
奨
の
付
与
の
一
覧
表
に
お
け
る
株
式
報
奨
と
非
株
式
報
奨

の
表
示
に
関
す
る
技
術
的
な
明
確
化
等
）
に
つ
い
て
、
会
社
に
対
し
、
そ
のC

om
pensation

D
iscussion

and
A

nalysis

（
Ｃ
Ｄ
＆
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Ａ
、
役
員
報
酬
検
討
と
分
析
書
類
）
にsay

on
pay

の
結
果
を
会
社
の
報
酬
政
策
お
よ
び
決
定
の
際
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た
か
に
つ

い
て
、
記
載
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
のsay

on
pay

お
よ
びsay

on
frequency

に
対
す
る
投
票
に
つ
い
て
は
、
株
主
か
ら
指
示
の
な
い
ノ
ミ
ニ
ー
ブ
ロ
ー

カ
ー
が
自
由
に
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
（discretionary

voting

）
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。

記
名
株
式
が
原
則
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
便
宜
上
、
株
主
が
株
主
自
身
の
名
義
で
登
録
せ
ず
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
銀
行
な
ど
の
名

義
で
登
録
す
る
ノ
ミ
ニ
ー
制
度
が
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ミ
ニ
ー
名
義
と
な
っ
て
い
る
株
式
に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
に
お
け

る
議
決
権
行
使
や
配
当
の
支
払
い
も
、
ノ
ミ
ニ
ー
を
通
じ
て
間
接
的
に
行
わ
れ
る
。
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
は
、

原
則
、
実
質
的
株
主
が
ノ
ミ
ニ
ー
に
指
示
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
と
り
わ
け
個
人
株
主
が
こ
れ
に
関
心
を
示
さ
ず
、

そ
の
た
め
、
単
な
る
名
義
人
に
過
ぎ
な
い
ノ
ミ
ニ
ー
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
自
由
に
議
決
権
を
行
使
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
但
し
、
株
主
の

利
害
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
ど
、
ノ
ミ
ニ
ー
に
自
由
な
議
決
権
行
使
を
許
さ
な
い
議
案
も
あ
る
（
８
）。say

on
pay

の
議
決
権

行
使
は
、
後
者
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
４
）say

on
frequency

say
on

pay

に
つ
い
て
の
新
た
な
規
制
は
、
通
称
、say

on
frequency

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
会
社
は
、proxy

card

上
に
、

say
on

pay

に
つ
い
て
の
投
票
を
、
原
則
、
毎
年
行
う
、
二
年
お
き
に
行
う
、
三
年
お
き
に
行
う
、
も
し
く
は
こ
の
問
題
に
関
し
て

投
票
を
棄
権
す
る
と
い
う
頻
度
に
つ
い
て
の
四
つ
の
選
択
肢
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
９
）。

会
社
はsay

on
pay

が
ど
れ
く
ら
い

の
頻
度
で
行
わ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
推
薦
案
を
記
し
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
株
主
に
前
述
の
四
つ
の
選
択
を
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
新
た
な
規
則
は
、R

ule
14a-4

を
改
正
す
る
。
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こ
のsay

on
pay

の
「
頻
度
」
に
関
す
る
投
票
も
ま
た
、
拘
束
力
の
な
い
助
言
的
な
投
票
で
あ
る
。say

on
frequency

は
、
二
〇

一
一
年
一
月
二
一
日
以
降
に
行
わ
れ
る
初
の
年
次
株
主
総
会
か
ら
始
め
て
、
少
な
く
と
も
六
年
に
一
度
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
新
た
な
規
則
は
、
会
社
に
対
し
、
投
票
に
拘
束
力
が
あ
る
か
な
い
か
を
含
め
、
定
時
株
主
総
会
のproxy

statem
ent

に
お
い

て
、
頻
度
に
つ
い
て
の
投
票
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

ま
た
、say

on
frequency

に
も
拘
束
力
が
な
い
こ
と
が
原
則
な
の
で
、
投
票
の
結
果
、
最
も
多
く
の
票
を
獲
得
し
た
案
を
採
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
会
社
が
、
直
近
のsay

on
frequency

に
お
い
て
過
半
数
を
占
め
る
頻
度
の
案
を
採
用

し
た
な
ら
ば
、say

on
pay

や
将
来
のsay

on
pay

お
よ
びsay

on
frequency

を
求
め
る
株
主
提
案
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は"m

ajority
standard"

と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
最
終
規
則
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
会
社
はthe

E
m

ergency
E

conom
ic

Stabilization
A

ct
of

2008

（〝
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ａ
〞）
に

従
っ
て
、
毎
年
、say

on
pay

を
行
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
投
票
に
従
っ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
会
社
は
未
払
い
の
債
務
が
返
還
さ
れ
る
ま
で
は
、
頻
度
に
関
す
る
投
票
が
免
除
さ
れ
る
。

開
示
に
つ
い
て
は
、
投
票
に
拘
束
力
が
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
ま
た
、
会
社
が
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
、say

on
pay

を
実
施
す

る
か
を
株
主
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
新
た
な
規
則
は
現
在
のF

orm
8-K

の
レ
ポ
ー
ト
も
修
正
す
る
。
現
在
のF

orm
8-K

（
臨
時
報

告
書
）
は
会
社
に
対
し
、
頻
度
に
関
す
る
株
主
の
助
言
的
な
投
票
の
後
で
、
会
社
が
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
でsay

on
pay

の
投
票
を

行
う
か
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
（
10
）。

昨
年
一
〇
月
に
提
案
さ
れ
た
規
則
で
は
、F

orm
10-Q

（
四
半
期
報
告
書
、quarterly

report

）
ま
た
はF

orm
10-K

（
年
次
報

告
書
、annual

report

）
の
ど
ち
ら
か
でsay

on
pay

を
行
う
の
か
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
形
式
に
よ
る

開
示
は
会
社
に
頻
度
の
投
票
を
考
慮
す
る
十
分
な
時
間
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
最
終
案
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
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定
に
代
わ
っ
て
、F

orm
8-K

で
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
株
主
総
会
終
了
後
一
五
〇
日
以
内
か
、
そ
れ
に
続
く

定
時
株
主
総
会
の
た
め
の
株
主
提
案
の
締
め
切
り
か
ら
六
〇
日
前
ま
で
に
開
示
す
れ
ば
よ
い
こ
と
と
な
っ
た
。

say
on

frequency

に
つ
い
て
は
、
議
案
をproxy

card

に
記
載
し
、
株
主
か
ら
の
返
却
を
待
っ
て
株
主
総
会
の
議
決
数
に
参
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
特
定
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
な
いproxy

card

が
返
却
さ
れ
て
き
た
場
合
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
一
〇

月
のproposal
で
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
最
終
規
則
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
明
確
化
さ
れ
た
。
具
体
的

に
は
、
①
特
定
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
な
いproxy

card

に
つ
い
て
は
、proxy

statem
ent

に
記
載
さ
れ
た
推
薦
案
に
含
め
る
、
②
棄

権
に
換
算
す
る
、
③
何
も
特
定
の
指
示
が
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
文
言
を
記
載
し
、
そ
れ
に
集
計
す
る
、
と
い
う
取
り
扱
い
を
行
っ

て
よ
い
こ
と
と
な
っ
た
。

（
５
）say

on
golden

parachute

三
つ
目
の
規
制
が
、
い
わ
ゆ
るsay

on
golden

parachute

で
あ
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
と
は
、
一
般
に
、
合
併
と

関
連
す
る
、
合
併
会
社
、
被
合
併
会
社
が
両
方
の
会
社
のnam

ed
executive

officer

と
締
結
す
る
全
て
の
協
定
お
よ
び
合
意
の
協
定

（agreem
ent

）
お
よ
び
合
意
（understanding

）
を
言
う
。

買
収
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
会
社
が
、
役
員
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
協
定
を
締
結
し
て
い
る
と
、
解
任
す
る
際
に
多
額

の
退
職
慰
労
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
買
収
の
コ
ス
ト
が
嵩
む
た
め
、
一
種
の
買
収
の
防
衛
策
と
な
る
と
、
一
般
に
は
理
解

さ
れ
て
き
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
定
義
で
は
、
買
収
防
衛
策
と
し
て
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
他
、
買
収
会
社
と
役
員
が
締
結
す

る
も
の
を
含
め
広
く
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。

新
た
な
規
則
で
あ
るR

ule
14a-21(c)

は
、
合
併
契
約
書
に
お
い
てItem

402(t)
に
従
っ
て
開
示
さ
れ
る
特
定
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
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ラ
シ
ュ
ー
ト
契
約
を
承
認
す
る
こ
と
を
、
株
主
の
助
言
的
な
票
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。R

egulation
S-K

のItem

402(t)
は
開
示
の
条
件
を
示
す
規
定
で
あ
る
。

新
た
な
規
則
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
合
計
金
額
の
み
な
ら
ず
、
記
述
式
と
表
形
式
の
両
方
で
こ
の
開
示
を
義
務
づ

け
る
。
ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル14A

は
合
併
、
買
収
、
事
業
売
却
、
す
べ
て
ま
た
は
か
な
り
の
資
産
に
関
連
す
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
を
委
任
ま
た
は
許
可
申
請
書
類
に
お
い
て
、
開
示
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

会
社
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
報
酬
に
つ
い
て
の
株
主
の
助
言
投
票
と
必
要
条
件
をproxy

statem
ents

に
開
示
す
る
こ

と
を
要
求
さ
れ
る
。

４
　
お
わ
り
に

二
〇
一
一
年
一
月
二
五
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
法
九
五
一
条
を
受
け
、say

on
pay

に
関
連
す
る
最
終
規
則
を
決
定

し
た
。

日
本
に
お
い
て
、
役
員
報
酬
は
株
主
総
会
決
議
（
会
社
法
三
六
一
条
一
項
）
で
あ
り
、
会
社
法
に
よ
っ
て
利
益
処
分
案
の
承
認
事

項
か
ら
株
主
総
会
決
議
事
項
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
役
員
報
酬
（executive

com
pensation

）
の
決
定
は
、
取

締
役
会
の
下
の
報
酬
委
員
会
に
よ
る
。
し
か
も
、
近
年
、
多
く
の
会
社
で
は
、
報
酬
委
員
会
は
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
報
酬
の
決

定
を
委
託
し
、
そ
の
計
画
に
従
う
こ
と
が
多
い
。

報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
は
、
タ
ワ
ー
ズ
　
ワ
ト
ソ
ン
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（T

ow
ers

W
atson

&
C

o.

）、
やH

ew
itt

A
ssociates,M

ercer
H

R
C

onsultants,B
uck

C
onsulting,A

O
N

,M
illim

an
な
ど
が
あ
る
（
11
）。

実
質
的
に
は
外
部
の
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
役
員
報
酬
を
決
定
す
る
現
状
に
対
し
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
ひ
と
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
数
が
少
な
い
上
、
果
た
し
て
中
立
な
機
関
な
の
か
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
ま
た
、
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
リ
ー
法
や
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
に
よ
る
報
酬
の
徹
底
し
た
開
示
に
よ
っ
て
、
役
員
は
、
他
の
役
員
の
報

酬
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
特
に
報
酬
額
が
同
規
模
・
同
業
種
の
他
社
等
と
比
較
し
た
と
き
に
「
平
均
以
下
」
と
な

る
役
員
を
中
心
と
し
て
、
報
酬
の
増
額
を
強
く
要
請
す
る
者
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て
報
酬
の
平
均
額
が
年
々
上
昇

す
る
事
態
に
な
っ
た
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
12
）。

報
酬
委
員
会
に
は
、
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
社
外
取
締
役
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
社
外
取
締
役
に
は
高
額
の
報
酬
が
支

払
わ
れ
、
再
任
さ
れ
な
い
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
、
役
員
報
酬
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
更
に
、
こ
れ
ら

の
社
外
取
締
役
は
、
Ａ
社
の
会
社
役
員
が
Ｂ
社
の
社
外
取
締
役
に
な
り
、
Ｂ
社
の
会
社
役
員
が
Ａ
社
の
社
外
取
締
役
に
な
る
と
い
っ

た
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ナ
ー
・
サ
ー
ク
ル
も
存
在
し
、
結
果
的
に
役
員
報
酬
の
高
額
化
に
繋
が
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、say

on
pay

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
か
つ
、
ほ
と
ん
ど
が
拘
束
力
の
な
い
勧
告
的
な
投
票
で
あ
る
。

ま
た
、
業
績
連
動
型
報
酬
を
採
用
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
株
価
上
昇
の
原
因
が
役
員
の
経
営
努
力
と
は
言
え
な
い
場
合

に
お
い
て
も
、
役
員
報
酬
が
高
騰
す
る
場
合
が
あ
る
。
株
価
が
上
昇
し
て
い
る
局
面
に
お
い
て
は
、
役
員
報
酬
と
株
価
上
昇
と
に
因

果
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
が
定
か
で
な
い
場
合
に
で
も
、
株
主
はsay

on
pay

の
投
票
に
お
い
て
も
否
定
的
な
投
票
を
す
る
こ
と
は

少
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、say

on
pay

は
株
主
と
会
社
の
対
話
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
と
の
評
価
が
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
なsay

on
pay

に
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
の
実
行
力
が
あ
る
の
か
、
意
義
が

あ
る
の
か
、
現
段
階
で
判
断
を
下
す
の
は
難
し
い
。

特
に
金
融
機
関
に
お
い
て
、
高
額
化
す
る
ア
メ
リ
カ
の
業
績
連
動
型
役
員
報
酬
の
決
定
方
法
は
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

決
し
て
万
全
な
も
の
で
は
な
い
。
金
融
危
機
の
反
省
か
ら
、
現
在
で
は
様
々
な
修
正
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
役
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員
報
酬
の
決
定
、
開
示
の
制
度
と
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
制
度
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
の
議
論
を
持
ち
込
む

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
今
後
の
日
本
の
制
度
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
参
考
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。注（

１
）

淵
田
康
之
『
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
新
秩
序
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
二
九
頁
。A

L
A

N
S

.
B

L
IN

D
E

R
"C

razy

C
om

pensation
and

the
C

risis",T
he

W
allStreetJournal,M

ay
28,2009.

（
２
）

コ
メ
ン
ト
は
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
八
日
に
締
め
切
ら
れ
た
。

（
３
）

http://w
w

w
.sec.gov/new

s/press/2011/2011-25.htm

（
４
）

Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、
二
〇
〇
六
年
三
月
一
八
日
付
け
。http://w

w
w

.afscm
e.org/press/503.cfm

（
５
）

Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
日
付
け
。http://w

w
w

.afscm
e.org/press/27802.cfm

（
６
）

http://w
w

w
.sec.gov/rules/final/2011/33-9178.pdf

（
７
）

Ｓ
Ｅ
Ｃ
はsay

on
pay

と
い
う
通
称
は
用
い
て
い
る
が
、say

on
frequency

お
よ
びsay

on
golden

parachute

と
い
う
通
称
は
用
い
て
い

な
い
。

（
８
）

ノ
ミ
ニ
ー
の
自
由
裁
量
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ノ
ミ
ニ
ー
の
自
由
裁
量
議
決
権
行
使
を
制
限
す
る
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
規
則
452
の
改
正
」、

証
研
レ
ポ
ー
ト
、
一
六
五
七
号
、
四
二
〜
五
三
頁
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。

（
９
）

最
終
規
則
で
は
、
一
年
お
き
、
二
年
お
き
、
三
年
お
き
の
三
つ
の
選
択
肢
で
も
よ
い
場
合
を
設
け
た
。

（
10
）

F
orm

8-K

に
よ
る
臨
時
報
告
書
は
、
支
配
権
の
異
動
、
重
要
な
財
産
の
移
転
、
倒
産
手
続
の
開
始
、
公
認
会
計
士
の
変
更
等
、
重
要
な
会

（76）



社
の
事
項
が
生
じ
る
た
び
に
提
出
さ
れ
る
。

（
11
）

二
〇
一
〇
年
一
月
三
日
、
業
界
一
位
の
タ
ワ
ー
ズ
・
ペ
リ
ン
と
四
位
の
ワ
ト
ソ
ン
・
ワ
イ
ア
ッ
ト
が
合
併
し
、
タ
ワ
ー
ズ
　
ワ
ト
ソ
ン
・

ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（T

ow
ers

W
atson

&
C

o.

）
と
な
っ
た
。

（
12
）

井
川
真
由
美
「
役
員
報
酬
に
関
す
る
米
国
の
法
制
度
と
最
近
の
動
向
」、『
自
由
と
正
義
』、
五
九
巻
、
六
号
、
一
三
八
頁
、
平
成
二
〇
年
六

月
号
。

（
ふ
く
も
と
　
あ
お
い
・
客
員
研
究
員
）

（77）


